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厚生常任委員会 

 

 平成２１年１１月２０日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎里川宜志子     ○辻  善次      小林  誠 

     吉野 俊明      飯髙 昭二       

中西 議長 

 

２．理事者出席者 

    副  町  長  芳村  是    総 務 部 長  池田 善紀 

    住民生活部長         西本 喜一    福 祉 課 長  佐藤 滋生 

   福 祉 課 参 事  清水 修一    同 課 長 補 佐         中原  潤 

   国保医療課長  植村 俊彦    国保医療課参事  寺田 良信 

   同 課 長 補 佐         吉村 俊弘    同 課 長 補 佐         猪川 恭弘 

   環境対策課長         栗本 公生    同 課 長 補 佐         峯川 敏明 

   住 民 課 長  清水 昭雄    健康対策課長  西梶 浩司 

   同 課 長 補 佐         増井つゆ子 

     

３．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同   係   長         安藤 容子 

 

４．審査事項 

    別紙の通り 
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 開会（午前９時００分） 

 署名委員 飯髙委員、辻委員 

 

おはようございます。 

それでは、厚生常任委員会を開会し、本日の会議を開きます。 

最初に副町長のご挨拶をお受けいたします。 芳村副町長。 

 

  （ 副町長挨拶 ） 

 

それでは最初に、本委員会の会議録署名委員を私の方から指名いたしま

す。署名委員には、飯髙委員、辻委員のお二人を指名いたします。お二人

にはよろしくお願いいたします。 

 本日予定をしております審査案件は、お手元に配布しておりますとおり

でございます。 

はじめに１．継続審査案件でございますが、（１）陳情第２号 請願書

についてを議題といたします。 

本件につきましては、９月の当委員会で審議をさせていただき、継続審

査としたところですが、携帯電話基地の設置につきましては、電波法とい

う上位法に基づいて行われ、国に申請が上げられ、また許認可というのも

国が行っているというなかにあって、これに関する条例を町レベルでつく

っていくということにつきましては、非常に難しいという状況もある、ま

た全国的にもこういった例がなかなかないということで、研究をするため

には時間を要するということでした。 

ただし議会としてできる限りのことはしていこうということで、話し合

いを進めさせていただいたんですが、川西市が行った例がございまして、

携帯電話基地局を設置する場合は、事前説明手続きを実施したり、それを

町に通知していただくというようなことを、通信会社に対して要請書を上

げていかれたというような経緯もありまして、こういうこともやるべきで

はないか。さらに国に対しては、国への申請許認可ですけれども、市町村

への報告義務や同意書の添付など、周辺住民にきちんとした対応をしてか
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環境対策

ら設置の許可をするというような形にしてほしいというような内容の意

見書等を上げておられる状況もあるということでございますので、本日の

委員会終了後、環境対策課といっしょに、こういった例をベースに国への

意見書や通信会社への要請書等につきまして、勉強会を開催させていただ

きたいというふうに考えております。そしてその旨につきましては、全員

協議会でも他の議員皆さんのご意見などもお伺いして、最終的に決定をし

ていきたいというふうに思っているところですが、このような形で進めさ

せていただくということでご了解いただけますでしょうか。 

 

 （ 異議なし ） 

 

ありがとうございます。それでは、方向としてはそういう形で進めさせ

ていただきますが、他に、この（１）番につきまして、何かご確認などし

ておきたいというようなことがございましたらお受けいたしますが、いか

がでしょうか。 飯高委員。 

 

これにつきましては、今、委員長が申されました流れの形でいいとは

思います。それと前回、委員会後において今日に至るまで、また地元の

方から他の地域に、また電波塔が設置されたということで、かなり過敏

になっておられるんですけれども。いったい町内におきましてこの電波

局の設置されている数なんですけども、掌握をされてあったら教えてい

ただきたいし。その１点と、もうひとつは以前委員会でもありましたよ

うに、行政はどういう形までできるんかという話の中でやはり上位法が

ありますし、法的規制のないものということで、行政はなかなか難しい

ということを言われてました。しかし今回こういう陳情をあげられる中

において、行政もやはり事業者に対しましてですね、こういう現状があ

るということを伝えていただきたいなということを思うんですけども、

その２点についてちょっとお伺いいたします。 

 

まず、１点目の町内での基地局の設置件数を把握しているのかというご



 - 4 - 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

住民生活

部長 

 

 

 

 

飯高委員 

 

 

 

 

 

住民生活

部長 

 

委員長 

 

吉野委員 

 

 

 

 

質問ですけども、ちょっと古いデータで申し訳ございません。８月末現在

の状況ですけれども、総務省のホームページでそういった件数が公表され

ております。斑鳩町内には無線の基地局が２６基地あると。その内、電話

通信業務用の基地局は２２基であるということは総務省のほうで公表さ

れております。あくまでホームページ上でありまして、その後変動もござ

いますでしょうし、実数につきましては、斑鳩町としてはこのホームペー

ジ上の数字しか把握していないという状況であります。 

 

事業者に対しまして、町としてそういうことにつきまして要望がでてき

たということですけども、川西市では市のほうからその事業者に対しまし

ての、そういった要望を出されてると聞いております。そういったことか

ら町といたしましてもその形につきましては検討をしてまいりたいと、こ

のように思っております。 

 

要請文というのはまた議会でも出しますし、また行政側でもお願いした

いと思うんですけども、今の現状につきましてですね、直下の現状がござ

います。それに対して今こういった問題について議論されているという経

緯をですね、事業所にお話をしていただきたいと思うんですけども、その

点どうですか。 

 

その辺につきましても要望書を出すか、その要望書を持って話をしてい

くかということにつきましても、検討してまいりたいと思っております。 

 

他に。 吉野委員。 

 

請願書っていう感じで８月２８日に提出されたんですけど、１１月にな

ってまして、その間になにか事業者と、あるいは塔を設置した人と住民と

の話し合いで、なんか方向性がついたようなことは町のほうでは把握され

ておりませんか。 
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三の一自治会のほうと事業者のほうで、何か話の進展があったというこ

とは町のほうは聞いてはおりません。 

 

他にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、これにつきましては後刻また議会としてできること

につきまして委員皆さんと勉強会をさせていただき、形にしていきたいと

いうふうに思います。またいろいろと後ほどご相談させていただきたいと

思いますので、委員皆様にはご協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは続きまして、新たに継続審査となりました（２）環境保全及び

ごみ減量化・資源化の推進に関することについてを議題といたします。 

これにつきましては、初めて新たに継続審査案件といたしましたという

点で担当の栗本課長のほうとご相談をいろいろさせていただきましたが、

本日新しい議員さんもいらっしゃる中、少し丁寧に経緯なども含めてご報

告をいただくというふうにさせていただいておりますので、ちょっと時間

を取らせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは理事者の報告を求めます。 栗本環境対策課長。 

 

 それでは、今回から継続審査案件となりました「環境保全及びごみ減量

化・資源化の推進に関することについて」のうち、本日は､当町のごみ減

量化・資源化状況につきまして､当町のごみ処理の歴史､あるいはこれまで

の対策、今後の計画なども交えながら､少しお時間をいただきましてご説

明をさせていただきます｡ 

 まず、当町におきます、ごみ処理及びごみ減量化の経緯であります。資

料１―①で簡単な年表をお示しをしておりますので、ご参照をいただきな

がら聞いていただきたいというふうに思います。 

 当町のごみ処理につきましては､昭和４３年、最初の衛生処理場の竣工

によりまして､可燃ごみの収集及び処理をはじめており､以後､分別の種類
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を拡充しながら、適正処理に努めており､現在､当町で収集､処理しており

ます廃棄物・資源物は、９種類８分別となっているところであります。 

 この年表を見ていただいてもおわかりいただけますように､当町では、 

ごみ処理が全国的な問題あるいは課題となる前から､不燃ごみ､ビン類､有

害ごみなどを分別収集を早くから着手するなど、適正処理への取り組みは

早くから実施をしておりました。 

一方､ごみ減量化への取り組みでありますけども､当町がごみ減量化対

策を全面的に打ち出したのが､平成４年度の町指定ごみ袋による可燃ごみ

収集の試行､あるいは平成５年度の町全域による指定袋による可燃ごみ収

集の開始が全面的に打ち出した最初であろうというふうに思っておりま

す。ちなみに、平成４年度のごみ処理量ですけども､約６千６百ｔであり、

翌年､平成５年度では､約６千ｔと約６００ｔ減少しております｡これは、

町指定ごみ袋制を導入したことによりまして､住民の方々の間にごみ問題

への意識が高まったというように分析をしております｡ 

 その後も､使用済食用油の回収事業、食品トレイのリサイクルモデル回

収など住民の方々の意識の向上を図るような対策を講じていき､住民の

方々の取り組み状況などから､ごみ問題に対する意識の浸透は実感するこ

とができましたが､本格的な使い捨て型社会の到来とも重なりまして、平

成６年度以降､ごみの排出量は一度も減少することなく右肩上がりに増加

し､平成９年度には、ついに７千ｔを超える排出量を記録しております。 

 当町では､このような状態のなか､ごみ排出量が増加し続ける要素は､

数々ありますが､住民の方々の間で､ごみ問題への意識の格差が広がって

きていることも、ひとつ大きな要因であるという判断をいたしまして､当

時､全国の市長会や当時の厚生省､あるいは環境庁などの研究会で推進が

提言されておりました「ごみ処理有料化」を当町でも導入し､平成５年当

時､あるいはそれ以上の意識改革を図ることといたしまして､平成１０年

６月議会で、小城町長よりごみ処理有料化導入の構想が表明されまして､

以後､約２年４ヶ月の準備期間を経て､平成１２年１０月に「可燃ごみ」及

び「不燃ごみ」、平成１３年４月より「粗大ごみ」につきまして、それぞ

れ処理有料化を導入したところであります。 
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 それに合わせまして､資料１－①の３ページ以降に記載しておりますよ

うに､ペットボトルの分別収集あるいはビン類・缶類の混合収集など分別

の拡充を行うとともに､各種奨励金交付事業の充実など､ごみ減量化対策

を実施し､その後も埋立て処理をしていたビニールごみをその他プラスチ

ック類としてリサイクル処理への移行、あるいは「紙製容器包装類」のモ

ニター回収事業など、住民の方々の再び高まった意識を低下させず､維持

あるいはさらに向上するような施策を段階的に実施し､ごみ減量化・資源

化の推進に努めているところであります。 

 そして、その取り組みの結果ともいえますごみ、あるいは資源物の排出

量でございます。資料１―②で年度別廃棄物・資源物排出量一覧表をお示

ししておりますので、ご覧いただきたいと思います｡平成１１年度から昨

年度､平成２０年度までの排出量を家庭系､事業系別､あるいは種類別に一

覧にしております｡平成１１年度は､当町で最もごみの排出量が多い年度

でありまして、その年度と比較することで､どの程度、減量化が進んでい

るかの指標としているところでありまして、平成１１年度､家庭系の廃棄

物の排出量は､表の上段に色囲いで表示をしております７,１７５.５９ｔ

の排出量でありました｡そして、ごみ処理有料化を導入いたしました平成

１２年度では､平成１１年度と比較をいたしまして､１１．６％減少の６,

３４５.４１ｔの排出量。以後､平成２０年度まで一度も前年度の排出量を

上回ることなく減少し､平成２０年度では､平成１１年度と比較をいたし

まして、３９％減少の４,３７６.８４ｔの排出量でありました｡ 

 その間､平成１７年１０月よりそれまで廃棄物として埋立てておりまし

たビニールごみを、その他プラスチック類として資源物に改めておりまし

て､その量も廃棄物の量から資源物の量に移行しております。そういった

関係から減量化率はより大幅なものになっております。 

 よく減量化の状況を表すときに､資源物の量は含まずに､ごみがこれだ

け減っていますよという説明される場合があり､実際､資源物の量を合わ

せますと、排出量は総量でそんなに減っていないということがございま

す。当町の場合､資源物を合わせました総排出量はどのようになっている

かということでありますけども､この表の中段やや下のほうに廃棄物と資
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源物の排出量を合わせました家庭系総排出量を表示しております｡平成１

１年度は､総排出量が､７,４３６．３３ｔであり、平成１２年度では､９．

８％減少の６,７０４．６２ｔとなっております。その後､平成１８年度に

一度だけ前年度の排出量を若干､上回った年がありますけども､総排出量

を平成１１年度と平成２０年度を比較いたしましても、２０年度では２

９．４％減少の５,２４８.１４ｔとなっているところでありまして、ピー

ク時である平成１１年度と平成２０年度を比較いたしまして、平成２０年

度では約２,２００ｔの発生量そのものが減少している状況であります｡ 

 どのようにして、このピーク時から約２,２００ｔ減少したのかという

ことでございますけども､その間の人口の推移をみますと、平成１１年度

の人口が２９,３１３人､平成２０年度が２８,６００人でありますので、

３％弱の減少しかございません。ということで、人口減による自然減少だ

けではないということがこのことから言えます。 

そして平成１２年度以降､資源物の集団回収の回収量が、それまでより

一気に約５００ｔ増加いたしましたので、それまで可燃ごみとして排出さ

れていた新聞紙や雑誌類などがごみ処理有料化によって分別されたとい

うことは数字上はっきりしますけれども､残りの約１,７００ｔにつきま

しては、生ごみ処理機や生ごみ処理容器による自家処理、あるいは買物の

際､過剰包装を断るなど､家庭にごみを持込まない､あるいは物を大切に使

うなど､住民の方々の地道な努力により減少しているものというふうに推

測をしている状況でございます｡一方､事業系一般廃棄物の搬入量であり

ますけども､事業系につきましては､近年､全国展開をしているような飲食

店のチェーン店の進出など､店舗の増加に伴いまして、年々ごみ搬入量は

増加し､現在約２千ｔ前後の搬入量で推移をしているところであります｡ 

 環境省では､これらのごみの排出量を住民一人１日あたりの量、あるい

は資源化率といった数値で公表をされておりますので､国､県の平均と比

較して､斑鳩町の状況はどうであるのかを、間単にご説明させていただき

ます。資料１―③をご覧いただきたいと思いますが､まず住民ひとり１日

あたりのごみ排出量では､当町では､平成２０年度で１日当たり６７２ｇ

でありました。奈良県､国ではですね、平成１９年度までのデータしかま
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だ公表されておりませんので､その年度との比較になりますが､奈良県の

平均では１日あたり１人９９９ｇ、国の平均では､１,０８９ｇであります

ので、当町のごみ排出量はかなり低い数値になっております。 

 一方､総ごみの発生量から資源化された割合､いわゆる資源化率であり

ますが､当町の場合､平成２０年度で３２．５％のリサイクル資源化率であ

ります。奈良県の平成１９年度の数値で､１５．９％、国の平成１９年度

の数値で､２０．３％となっております。 

 このことから、当町の場合､ごみ排出量そのものが少なく､ごみとして排

出された場合でも､焼却したり､埋立てたりせず､資源として再生利用して

いる割合が高いということがこのデータ上からも見て取ることができま

す｡ここまでがごみ処理の経緯､これまでの経緯、あるいは減量化対策、そ

してその対策によりますごみ・資源物の排出状況であります｡ 

 次に、今年度､平成２１年度のこれまでのごみ・資源物の排出状況につ

きまして､資料１―④でお示ししておりますので､簡単にご説明させてい

ただきます｡まず家庭系でありますが､１０月末現在でごみ・資源物を合わ

せました総排出量、この１－④の裏面の中段あたりになりますが､家庭系

の合計で、１０月末現在で３,０１８.５５ｔで、平成２０年度の同時期と

比較いたしまして､約４％、量にいたしまして約１１４ｔが２０年度より

減少しております｡特に今年度の種類別の今現在の特徴といたしまして

は､表の表面になりますけども、可燃ごみにつきまして､平成２０年度と比

較いたしまして６％、約１３１ｔ可燃ごみのほうは減少しているところで

ありますけども、不燃ごみにつきましては､１０月末現在で､逆に６％、約

１６ｔの増となっているところであります｡その他の廃棄物､資源物につ

きましては､１０月末現在で前年度の排出量を下回っておりまして､この

ままで推移いたしますと､平成２１年度におきましても前年度の排出量を

下回り、減量化傾向が持続されるものというふうに分析をしております｡ 

 また、公共施設を含みます事業系一般廃棄物につきましては､平成２１

年１０月末現在で､１,０７０.３５ｔでありまして、ジャスコ斑鳩店が本

年２月に閉店したこともありまして､平成２０年度同時期と比較いたしま

して約１７％、約２２４ｔ減少しているところであります｡ 
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 このように、当町のごみ処理につきましては､減量化や資源化が進み､

一定の効果が現れておりますけれども､埋め立てを行う最終処分場の残余

年数は全国平均であと１５.５年というふうに公表をされております｡ 

 当町が焼却灰の埋立て処分を委託しております大阪湾広域臨海環境整

備センター、いわゆる大阪湾フェニックス事業も､平成３３年度までの処

理計画はされておりますけども､それ以降は､現時点では未定であります｡ 

 また、当町のごみ焼却施設も､昭和５７年の供用開始から２７年が経過

し、著しく老朽化が進んでおります。 

 そういったことから、当町におきましても、まだまだごみ減量化・資源

化対策を講じていく必要があり､昨年度より剪定枝葉・刈草の堆肥化､また

今年度より生ごみの堆肥化モデル事業など、新たな事業を実施しておりま

すので､今後の計画も含めまして､その状況をご報告させていただきます。 

資料につきましては､１―⑤でお示ししております｡ 

 先ほども申しましたように､現在､当町では､埋立て処分場や焼却施設の

延命を図るため､焼却するごみの量を減少させることを中心に取り組んで

おりまして､平成２０年度よりこれまで焼却処理していた公共施設や河川

敷､道路脇から大量に発生する刈草や剪定枝葉を堆肥化処理しておりまし

て､平成２０年度で２８７.６４ｔの剪定枝葉、刈草を堆肥化処理したとこ

ろであります｡なお、この２８７.６４ｔは可燃ごみの約５％に相当する量

でございました｡平成２１年度につきましては、１０月末現在で､可燃ごみ

の約７％にあたります２２２.１９ｔの剪定枝葉・刈草を堆肥化している

ところでありまして、最終的には､平成２１年度では３８０ｔの処理を見

込んでいるところであります｡ 

 次に､本年度より実施しております「生ごみ堆肥化モデル事業」であり

ます。去る６月１１日開催の当委員会で事業の概要につきましてご報告を

させていただいており､その後の状況につきまして､この場をお借りいた

しまして、ご報告させていただきます｡当モデル事業につきましては､自治

会単位のモデル地区と個人単位のモデル世帯の２通りで事業を実施して

おりまして､モデル地区につきましては、幸前自治会１３８世帯、白石畑

自治会１８世帯の２自治会１５６世帯から応募がございまして､モデル地
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区として指定させていただいております｡また、モデル世帯につきまして

は､当初１０世帯の応募しかございませんでしたが､その１０世帯をモデ

ル世帯として指定し､その方々によりますご近所へのお誘いなどを実施し

ていただきまして､昨日現在では１６世帯の方々がモデル世帯としてこの

事業にご協力をいただいているところであり、現在も随時､モデル世帯を

募集しているところであります｡ 

 次に､排出場所でありますけども､モデル地区の幸前自治会につきまし

ては、自治会内で協議をいただいて６ヶ所、そして白石畑自治会につきま

しては､自治会内２ヶ所をそれぞれ生ごみ排出ステーションと決めていた

だきまして現在週２回を収集しているところであります｡モデル世帯につ

きましては､応募者のお住まいから近い公共施設ということで､西公民館

に４世帯､生き生きプラザ斑鳩に８世帯､東公民館に４世帯の３ヶ所をス

テーションとし､こちらも週２回、収集しているところでございます｡ 

 この生ごみの堆肥化につきましては､モデル事業に先駆け､本年４月か

らは小・中学校の学校給食につきましても､各校に設置しておりました生

ごみ処理機の老朽化に伴い､本モデル事業での堆肥化に移行しておりまし

て､１０月までに小･中学校で１０.４ｔの生ごみを堆肥化しているところ

でありまして、本年度では小･中学校で１７ｔの生ごみの処理を予定して

いるところであります｡モデル地区・モデル世帯につきましては､１０月か

らの実施で､１ヶ月で約１.５ｔの生ごみを堆肥化しておりまして、本年度

１４ｔの生ごみの処理を予定しているところでございます。 

 最後に､今後の事業展開、あるいは事業の計画でございます。ただいま、

ご報告いたしました生ごみ堆肥化モデル事業につきましては､平成２２年

度では、モデル地区・世帯を合わせまして、５００世帯に拡充する計画で､

町長のマニフェストにも載っておりましたように、平成２５年度までに約

３０％の生ごみ、世帯で言いますと約３千世帯以上の方々に、生ごみの分

別収集にご協力いただこうという計画しているところであります｡ 

 また、剪定枝葉・刈草の堆肥化につきましても､これまでは公共施設や

公共の場所､あるいはシルバー人材センターが請け負った剪定・枝葉、刈

草でございましたけども、今後は､各家庭から出る少量の庭木の剪定枝葉･
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刈草につきましても分別収集を実施し､剪定枝葉・刈草はすべて焼却処理

せず､堆肥化を実施していこうという計画にしております｡ 

 なお、生ごみ､あるいは剪定枝葉などの木くずは動植物から生まれた再

生可能な有機性資源､いわゆるバイオマスとよばれるものであります。当

町では､このようなバイオマスを、発生から利活用まで効果的なプロセス

で結ばれたシステムとするために、現在「バイオマスタウン構想」の構築

を進めております｡１１月１８日付の奈良新聞でも取り上げられておりま

したが､この構想の素案づくりには、日本有機資源協会が主催しておりま

す「バイオマスタウンアドバイザー養成研修」に参加しておられます研修

生にも一緒に携っていただいておりまして､大分県､長崎県､山口県、岡山

県､大阪府から参加の５名の研修生が去る１１月１７日から昨日１９日ま

での３日間､当町におきまして「バイオマスタウン構想」の素案づくりの

研修を行ったところであります。なお今後､その素案をもとに、より斑鳩

町らしい内容、あるいは実現までの工程等々細部の調整を行うこととして

おりまして､バイオマスタウン構想の骨格等が見えてまいりましたら、当

委員会にもご報告を申し上げたいと考えておりますので､よろしくお願い

いたします。 

 また当町では､今年度中にも､町内のスーパーやコンビニエンスストア、

商工会等と「レジ袋削減に向けた環境協定」を締結し､事業者・住民・行

政が協働して､取り組んでいけるようなシステムを構築しようと計画して

いるところであります｡ 

 さらには、事業系一般廃棄物の抜本的な減量化対策であります｡先ほど

もご報告いたしましたように､事業系ごみにつきましては､ジャスコ斑鳩

店が閉店したものの、依然､高い推移で排出が続いております｡また、その

他にも､事業系一般廃棄物につきましては、中身が見えない色つき袋で搬

入されている場合があるのではないか｡あるいは当町以外の事業系ごみも

搬入されているのではないか｡分別がきちんとされていないのではない

か｡などなどの疑問の声も住民の方からいただいていることもありまし

て､今回､抜本的な対策といたしまして､家庭系廃棄物で一定の効果があり

ました指定袋制の導入及び処理手数料額の改正をこの事業系一般廃棄物
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につきましても行う計画をしているところでございます｡ 

 なお、これら今後計画しております事業につきまして､詳細等が決まり

ましたら､当委員会にもご相談申し上げてまいりたいと考えておりますの

で､よろしくお願い申し上げまして､少し長くなりましたが､環境保全及び

ごみ減量化・資源化の推進についてのご説明とさせていただきます｡ 

  

ただ今詳しい資料も出していただき、課長の方からいろいろとご説明を

していただいたわけでございますが、委員皆さんのほうで何か質疑やご意

見などがございましたらお受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 吉野委員。 

 

 剪定枝葉と刈草の堆肥化処理事業で、これ県のほうの姿勢っていうか、

どんなもんでしょう、県のほうは。これをどんどん推進していくっていう

のか、その辺はどうですかね。 

 

 一般廃棄物につきましては、その処理につきましては自治体固有の事務

ということになっておりますので、あまり県のほうが主導権を握るという

ことはございません。ただ当町で調査をいたしましたところ、剪定枝葉･

刈草を現在自治体で堆肥化をしているという自治体はなかったかという

ふうに思います。すべて、ほとんどが焼却処理されているのがほとんどか

なというふうに思います。また先ほども触れましたけども、「バイオマス

タウン構想」、バイオマスにつきましても、この木屑･剪定枝葉っていう

のは貴重な有機資源になるわけですけども、奈良県では「バイオマスタウ

ン構想」を策定されている市町村は現時点ではございません。聞くところ

によりますと、葛城市さんと五条市さんがバイオマスタウン構想に向けて

準備をされているという情報は聞いておりますけども、そういった中では

剪定枝葉も当然、有機資源ですんで、その市では今後取り組みをされるの

かなと思いますけれども、現時点で剪定枝葉をリサイクルされているとこ

ろは当町しかないのかなと認識しております。 
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吉野委員 

 

 三重県の、同じような事業やっている大きな業者が、三重県としては今

後も続けるかどうか難しいんだっていうようなことを聞いたという話な

んですけども、これ大変お金もかかる、これ一番かかるのは収集の時に一

番お金がかかるそうなんです。斑鳩町大変進んでいる、対応しているかも

しれませんけれども、その辺も考えてなるべく近い所で集まったごみをど

ういうふうに処理するかというところがかなり今後の問題になるのでは

ないかと思います。また委託業者さんの大栄工業さんとしては喜んでおら

れるのか、困ったなと言っているのかその辺はわかりませんでしょうか。 

 

 大栄工業が喜んでるのかどうかなんですけども、当町が委託契約をした

後もですね、いろいろ事業展開をされてまして、他の市町村、奈良県内で

はないですけども、滋賀県の彦根市とも委託契約ができたというふうに聞

いておりますんで、喜んではるというふうには思いますけども。 

 

 要はですね、私も今、吉野委員が質問された時にふっと思ったんですけ

どもね。県の姿勢がどうかということなどにつきましてはね、やはりこう

いう環境問題に取組んでいる市町村に対して、県が何か一定の補助を出す

とかね、県がそれを応援する、お手伝いする、そういう姿勢があるかどう

かというのがね、問題なのかなと。今回、視察、久しぶりに厚生委員会も

行きましたけれども、滋賀県なり、岐阜なり、愛知なり、３県にまたがっ

て私たちは今年行ったんですが、それぞれ一定いろんな事業の中でこれは

県の補助がありましてやりましたみたいな話をね、されてたんですね。で

すから私たちも今後研究もせんといけませんけども、町としてもね、やは

りそういった取り組みについて、県に対して一定支援、何らかの支援とい

うものも、要望できるものについては要望もあげていくということも大事

なのかなということを感じました。 

 他になにかございませんでしょうか。  吉野委員。 

 

 前半のほうの説明で住民の意識の格差という言葉が聞かれましたけど

も、住民って例えば斑鳩町の住民の中に意識の格差があるっていうのか、
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その辺どういう、具体的にこの意識の格差説明していただけませんでしょ

うか。 

 

 当町では早くから生ごみの自家処理容器の設置の補助事業というもの

を開始をされてます。この年表でいきますと平成４年にコンポストの設置

者に対して補助を行っております。平成８年につきましてはＥＭボカシの

処理容器を追加し、平成１１年には電気式の生ごみ処理機の購入者に対

し、奨励金の交付事業を開始している。それらの事業に非常に多くの方が

関心を持っていただきまして、生ごみ処理器電気式につきましてはだいた

いその当時で８万ぐらい、今でも６万ぐらいするやつをですね、２０年度

末でだいたい４５０台ぐらい補助をしていると。そういった事業で取り組

みを積極的に行っていただいている住民の方と、平成５年に指定ごみ袋に

しましたけども、その当時は１００枚まで無料で配布してたんで、１００

枚まではどんどん出してええねんというふうになんとか減量しようとい

う住民の方と、袋がもらえる間は出そうという方の住民さんの意識がだい

ぶん開きが出てきたといったことを判断しております。 

 

 他にございませんか。 

 

  （ な  し ） 

 

 ないようですので、本件については報告を受け、一定の審査を行ったと

いうことで終わっておきたいと思います。 

 今後、当委員会といたしましては、これらの問題につきまして継続審査

案件としていろいろとまたご審議をいただいていくという形でよろしく

お願いいたします。 

次に、２．１２月定例会の付議予定議案につきまして、あらかじめ説明

を受けることといたします。 

まず初めに、（１）斑鳩町乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条

例について、また、これと関連いたしますので、３．各課報告事項の（４）
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斑鳩町乳幼児等医療費助成条例施行規則の一部を改正する規則について

この２点を合わせて、理事者の説明を求めます。 植村国保医療課長。 

 

 それでは、１２月定例会の付議予定議案のうち、斑鳩町乳幼児等医療費

助成条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げます。今回の改

正につきましては、安心して子育てができる町づくりを一層推進するた

め、子どもの医療費の助成を中学生までに拡大するものでございます。 

資料２、斑鳩町乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例（案）を

ご覧いただきたいと思います。その資料の２枚目の、新旧対照表をもって

改正の内容をご説明いたします。 

まず、中学生までの拡大に伴いまして、この条例の題名を「斑鳩町子ど

も医療費助成条例」と改めるとともに、これまで「乳幼児等」とあったも

のにつきましては「子ども」という言葉に改めていきたいと考えておりま

す。次に第２条の第２項でございますが、「子ども」の定義といたしまし

て、「出生の日から１５歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間に

ある者」と規定をいたしております。なお、条例では、「乳幼児」という

言葉は依然残る箇所がございますことから、「乳幼児」の定義もその後で

残しておるところでございます。次に第３条の助成の範囲といたしまし

て、現行では「小学生等については、入院に係るものに限る」というふう

にしているものにつきましては、改正でこの部分を削除いたしまして、子

どもの医療全般に助成することを規定するものでございます。 

 改正条例の施行日は平成２２年４月１日を予定しておりまして、平成２

２年４月診療分から適用となるよう考えているところでございます。 

 なお、現行におきまして、助成金の主な支払い方法でございます「自動

償還払い」、この自動償還払いと言いますのは、あらかじめ振込口座等を

登録したうえで、対象者である旨の証明書を医療機関等に提示して一部負

担金を支払いますと、その後、特段の手続きなしに助成金を受け取ること

ができるという方法でございますが、この方法は、奈良県と、奈良県内の

全市町村、国民健康保険団体連合会、県内医療機関等が合意して行ってい

るものでございますから、今回の町独自の施策になります小学生・中学生
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の助成に関しては、この枠組みには入っておりません。従いまして、当面

の間は、領収書等を添付した請求書を提出いただくことで助成する方法を

採らざるを得ないというふうに考えているところでございます。この条例

改正につきまして議決いただけましたならば、追って、ただ今申し上げま

した自動償還払いの方法を採ることができるよう、関係各所に協力を求め

てまいりたいと考えているところでございます。 

 以上で、斑鳩町乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例について

の説明といたします。 

 続きまして、各課報告事項の４番目にございます、斑鳩町乳幼児等医療

費助成条例施行規則の一部を改正する規則についてでございます。 

 今、説明をいたしました乳幼児等医療費助成条例の改正にともない、こ

の規則中の文言を整理するものでございます。施行日は平成２２年４月１

日を予定しております。資料６、斑鳩町乳幼児等医療費助成条例施行規則

の一部を改正する規則（案）の２枚目の、新旧対照表をもってご説明をい

たしたいと思います。条例の題名改正にあわせまして、この規則の題名も

「斑鳩町子ども医療費助成条例施行規則」と改めるほか、文中及び様式中

の「乳幼児等」と標記している部分について、「子ども」と改めるもので

ございます。以上、簡単ではございますが、斑鳩町乳幼児等医療費助成条

例施行規則の一部を改正する規則についての説明といたします。 

 

 説明が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあればお受けいたし

ますがいかがでしょうか。 特にはございませんでしょうか。 

 

  （ な  し ） 

 

 １点だけ確認をさせていただきたいと思います。こういった施策は非常

にいい施策です。今の時点でこういうふうに出してきていただいたら結構

だと思ってるんですが、来年の４月からということですので、住民の皆様

に周知徹底をしていただかなければならないというふうに思います。まし

てや乳幼児については自動償還ですけれども、小・中学生については申請
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をしていただかなくてはならないという手間もございますので、その周知

をしていただく方法といたしましてですね、どんなふうに今後考えておら

れるのかということについては委員会として確認をしておきたいと思い

ます。 植村国保医療課長。 

 

 仮に１２月に議決いただけましたならば、施行までに約３ヶ月ございま

す。その間に窓口でのポスター等の掲示等はもちろん、広報紙、さらには

学校などにおきまして、このような制度の周知をはかっていただけないか

関係部署にご相談しながら、住民の皆さんに周知をしたまいりたいと考え

ています。 

 

 そうですね、いいことですのでね、教育委員会などとも協議していただ

きまして、皆さんにこれを知っていただくということ、申請していただか

んといかん、小・中学生の場合ね、そういうのもありますので、そういっ

たことがよくわかるようにしていっていただきたいということをお願い

しておきます。他にはよろしいでしょうか。 

 

  （ な  し ） 

 

そうしましたら、次に（２）塵芥収集車（プレスローダー車）購入につ

いて、そして関連しておりますので、（３）資源物収集車（ダンプトラッ

ク車）購入についてという点につきましては、一括して、理事者の説明を

受けたいと思います。 栗本環境対策課長。 

 

 それでは、１２月定例会付議予定議案の（２）塵芥収集車（プレスロー

ダー車）購入について、及び（３）資源物収集車（ダンプトラック車）購

入につきまして、一括してご説明をさせていただきます｡ 

まず、（２）塵芥収集車（プレスローダー車）購入についてでございま

すが、資料３でその概要につきましてお示しをしております。 

 衛生処理場におきまして、不燃ごみ、あるいはその他プラスチック類の
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の収集に使用いたします塵芥収集車でございますプレスローダー車、通称

パッカー車と呼んでおりますが、その２台の購入に伴いまして、予定価格

が７００万円を超えますことから、議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得または処分に関する条例第３条及び地方自治法第９６条第１項第８

号の規定に基づきまして、議会の議決を得ようとするものでございます。 

 今回購入する２台の塵芥収集車につきましては、現在使用しております

塵芥収集車２台の使用年数が１３年を超え、老朽化が進んでいることか

ら、塵芥収集車の計画的な更新を図り、収集業務の効率化、あるいは維持

管理費用の縮小化を図るため、新たに購入するものでございます。 

 契約の方法につきましては、地方自治法施行令第１６７条に基づく指名

競争入札によることといたしまして、去る１１月１６日に入札を実施いた

しました結果、落札者はいすゞ自動車近畿 株式会社 奈良事業本部 藤井 

敏廣で、落札金額は、税込みで１,１２３万５千円でございます。 

落札業者とは、１１月１７日に仮契約を締結し、１２月議会におきまし

て、ご議決いただきましたならば、本契約を締結したいと考えております

ので、何とぞ温かいご理解をいただきますようお願いを申し上げます。 

 なお、今般の塵芥収集車２台の購入につきましては、１台は当初予算に

基づくものであり、もう１台は、国の補正予算であります地域活性化・経

済危機対策臨時交付金の活用に伴う公用車の更新事業でありまして、全

額、国からの交付金によるものでございます。 

 続きまして､（３）資源物収集車（ダンプトラック車）購入についてで

ございますが、資料４で概要をお示しをしております。衛生処理場におき

まして、ビン・カン類、ペットボトル、あるいは生ごみなどの資源物収集

に使用いたしますダンプトラック車２台の購入に伴いまして、予定価格が

７００万円を超えますことから、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第３条及び地方自治法第９６条第１項第８号

の規定に基づき、議会の議決を得ようとするものでございます。 

 今回購入する２台の資源物収集車、ダンプトラック車につきましては、

現在使用しておりますダンプトラック車２台が、使用年数が１３年を超

え、老朽化が進んでおりますことから、先ほどご説明させていただきまし
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た塵芥収集車と同様、計画的な更新を図り、収集業務の効率化、維持管理

費用の縮小化を図るために、新たに購入するものでございます。 

 契約の方法につきましては、地方自治法施行令第１６７条に基づく指名

競争入札によることといたしまして、去る１１月１６日に入札を実施いた

しました結果、落札者はいすゞ自動車近畿 株式会社 奈良事業本部 藤井 

敏廣で、落札金額は、税込み７７０万７千円でございます。落札者とは１

１月１７日に仮契約を締結し、１２月議会におきまして、ご議決いただき

ましたならば、本契約を締結してまいりたいと考えておりますので、何と

ぞ温かいご理解をいただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

 なお、今般の資源物収集車（ダンプトラック車）２台の購入につきまし

ては、２台とも国の補正予算であります地域活性化・経済危機対策臨時交

付金の活用に伴う公用車の更新事業でありまして、全額、国からの交付金

によるものでございます。 

 以上、（２）塵芥収集車（プレスローダー車）、（３）資源物収集車（ダ

ンプトラック車）の購入についてのご説明とさせていただきます。よろし

くご了承いただきますようお願いいたします、以上です。 

 

 説明が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあればお受けい

たします。いかがでしょうか。 飯髙委員。 

 

 現在のパッカー車は購入された時の契約相手ですが、その相手方の業者

名は、会社名はなんというところですか。 

 

 何台かあるから難しいかもわかりません。年度とかも違うし、何台もあ

るから、わかりますかね。 栗本環境対策課長。 

 

 私の記憶しておるところでは、すべて今回買う２台以外につきましては

マツダの車輌やというふうに、パッカー車につきましてはマツダというふ

うに思いますが、また調べて報告させていただきます。 
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 そうですね、買われてる年度も違うし、その都度台数から見ても全部は

なかなか把握できてないやろうから、あとで出していただいてということ

で。 他になにかお尋ねになりたいことはございますでしょうか. 

 

  （ な  し ） 

 

ないようですので、以上、１２月定例会の付議予定議案につきましては、

あらかじめ説明を受けたということで終わります。 

続きまして、３．各課報告事項についてですが、たくさんございます。

順番にご報告をお願いしたいと思います。 

まず、（１）斑鳩町幼児２人同乗用自転車購入費助成金交付要綱につい

て、理事者の報告を求めます。  清水福祉課参事。 

 

 それでは、斑鳩町幼児２人同乗用自転車購入費助成金交付要綱について

説明させていただきます。 

 最後のページの要旨をご覧いただきたいと思います。先の９月当委員会

において、購入費助成制度導入の報告させていただきましたが、今までは、

自転車の前後の幼児用座席に幼児２人を同乗させる「３人乗り」は、禁止

されておりましたが、本年７月の道路交通法の改正により、一定の要件を

満たした幼児２人同乗用自転車に、幼児２人を乗車させることが認められ

たことから、３人乗りは解禁とされたものでございます。しかし、３人乗

り自転車購入費は高価なのがネックとなっているのが現状でございます。

そのため、子育て中の若い世代の負担の軽減を図り、同自転車の普及が促

進され、幼児等の交通安全を確保し、町民の交通安全に対する意識高揚を

図ることを目的として、斑鳩町幼児２人同乗用自転車購入費助成金交付要

綱を制定するものでございます。 

 最初に戻っていただいて、要綱をご覧いただきたいと思います。第１条、

目的でございますが、幼児２人同乗用自転車を購入したものに対し、助成

金を交付することにより、幼児２人同乗用自転車の普及を促進し、もって

幼児等の交通安全を確保し、町民の交通安全に対する意識高揚を図ること
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を目的といたします。第２条、定義では各号に掲げる用語の定義でござい

ます。第１号では幼児とは６歳未満の者をいうと、そして第２号では幼児

２人同乗用自転車とはということで、幼児２人同乗用自転車に安全基準に

適合したマーク、社団法人自転車協会等認定証「ＢＢＡマーク等」及び幼

児２人同乗基準適合車の認証を付する自転車をいう。ただし中古品、転売

品を除くということです。第３条、交付対象者でございますが、第１号で

は、斑鳩町に住所を有し、現に居住している者で、購入日及び申請時にお

いて、幼児２人以上を自らが養育している者。そして第２号では、幼児２

人同乗用自転車を購入後６ヶ月以内に助成金の交付申請をした者。そして

第３号では町税等を滞納していない世帯に属する者でございます。第４条

助成金の額でございます。助成金の額は幼児２人同乗用自転車（オプショ

ンで設置する幼児が同乗できる座席及び幼児用ヘルメットを含む。）の購

入価格（消費税及び地方消費税を含む。）の２分の１の額（１００円未満

の端数が生じたときは、その端数金額を切り捨てた額）とし、限度額は３

万円といたします。第５条、助成金の交付申請、第１項、助成金の交付を

受けようとする者は、幼児２人同乗用自転車購入費助成金交付申請書に必

要書類を添えて提出しなければならない。第２項は、助成金の交付申請は、

１世帯につき１回を限度とする。そして第６条では交付の決定等でござい

ます。町長は前条による請求を受けたときは、審査のうえ、すみやかに幼

児２人同乗用自転車購入費助成金交付決定通知書、または幼児２人同乗用

自転車購入費助成金不交付決定通知書により申請者に通知するものとす

る。第７条は助成金返還等で、助成金の交付を受けた者が、偽りその他不

正の手段により助成金の交付を受けたときは、交付した助成金の全額もし

くは一部の返還を命ずることができる。そしてその他として、この要綱を

定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。最後に付則でござ

いますが、この要綱は平成２２年１月１日から施行し、平成２１年７月１

日から適用する。７月１日からというのは道交法が改正になった時期から

でございます。ただし、第３条第２号の規定は、平成２２年４月１日から

施行するということでございます。そして次の様式でございますが、第１

号様式が交付申請書でございます。そして次のページの第２号が交付決定
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通知書の様式でございます。そして次のページ第３号、第６条関係でござ

いますが、不交付決定通知書になっております。また今回の幼児２人同乗

用自転車購入費助成事業を実施することから、１２月議会に１００万円の

追加補正をさせていただく予定でございます。以上、ご説明とさせていた

だきます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあれば、お受けいた

します。いかがでしょうか。  辻委員。 

 

 これも先ほど委員長言われたように、住民の周知、例えば自転車屋さん

にお願いするとか、その辺の周知だけちょっとお願いしたいということ

で、その辺の対策についてどうされるのか。 

 

 今、辻委員もおっしゃっていただきましたとおり、町内の自転車屋さん

にはこういう制度ありますよということと、そしてまた町立の保育園の保

護者に配布、そしてまた担当課、当然うちでございますが、窓口にチラシ

を配布すると、そして１月広報で周知していって、また町のホームページ

にも当然載せていくということで周知をしていきたいと思っております。 

 

 今、参事から保育園というお言葉も出ましたけども、町内３か所、そし

て法隆寺などの幼稚園もございます。幼稚園の送迎なども自転車で行かれ

る、下の子どもさんも連れて送迎に行かれるケースもよく見かけますの

で、そういった幼稚園などにも、その場合は法隆寺幼稚園さんもございま

すので、同じようにそういうご案内を教育委員会などとも相談をしてやっ

ていただきたいということをお願いしておきたいと思います。 

 他にございますでしょうか。 吉野委員。 

 

 ３人用の自転車ですけど、テレビとか新聞とかで、騒がれたりしていま

すけども、問題は安全運転って結構難しいらしいんですよ。斑鳩町の場合

も、道路事情が、自転車に乗って１人でも危ないような状況なのに、３人
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も乗ってどうなのか、その辺もちゃんと、講習なんかしたらどうですかね。

３人用自転車乗られる方の、そう思いますね、やっぱり命が大事ですから、

以上、要望っていうか意見です。 

 

 今の件でございますが、交通安全母の会の方が、今、幼稚園、保育所で

年１回の交通安全講習をやっております。その中で今西和警察のほうで自

転車を持っていってＰＲいうか乗り方等の講習はやっていると聞いてお

ります。 

 

 今、吉野さん言われたことに関連するんですけども、以前、これは県内

でやっている自治体もひとつありましてですね、初めての試みということ

で、講習することが大事だと思います。やっぱり安全性の確保というのは、

まず第一であって、そのためにやはりなんらかの形で町側としては講習す

る、またはその周知をしていただくということで、お願いしておきたいと

思います。後で事故が起きてですね、せっかく、こういう形で補助も受け

られて使われているのに、事故が起きてそれが逆にこれが進まないという

状況になれば残念なことと思いますので、その辺は考えていただきたいな

と、私の要望であります。 

 

 講習などしていただくっていうことが、啓発にもつながっていくという

ふうにも考えれるかなということも思います。委員からも要望がございま

すので、ぜひ前向きな検討をしていっていただきたいというふうにお願い

をしておきたいと思います。 他にございますでしょうか。 

 

  （ な  し ） 

 

それでは、続きまして（２）保育士の採用試験の実施について、理事者

の報告を求めます。 清水福祉課参事。 

 

 それでは保育士の採用試験の実施についてのご報告でございます。 
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 保育士の最近３年での退職と採用でございますが、１９年度末に３名、

２０年度末に１名の計４名が退職いたし、それに伴い、今年度、２１年度

に２名の保育士の採用をいたしております。現在の正職員と臨時職員の人

数でございますが、両園合わせて正職員は２１人で、内３人は育児休暇を

取っております。そして臨時職員は３１人となっております。 

 このため、来年度の退職希望者もあることから、今後の保育園の運営を

考える中で、正規職員の採用試験を実施することといたしました。１２月

広報で募集を行いまして、申込期間は１２月３日から１２月２２日までと

なっております。試験日は、第１次試験は１月１７日の日曜日で、採用人

数につきましては若干名となっております。 

 以上、保育士の採用試験の実施についてのご報告とさせていただきま

す。  

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあれば、お受けいた

します。 

 

  （ な  し ） 

 

 ないようですので、続きまして（３）子育て応援特別手当（平成２１年

度版）の執行停止について、理事者の報告を求めます。 清水福祉課参事。 

 

 子育て応援特別手当平成２１年度版の執行停止について、報告させてい

ただきます。先の９月議会定例会において、子育て応援手当支給事業費を

計上させていただきましたが、平成２１年１０月１５日付けで厚生労働省

より、執行停止の通知がございました。子育て応援特別手当平成２１年度

版に関しましては、その趣旨を活かしつつ、より充実した新しい「子ども

手当て」の創設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を停止す

るという内容でございます。町においても、その趣旨を踏まえ、支給を停

止することをご報告申し上げます。 

 なお、今申し上げました理由により、１２月議会において、子育て応援
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福祉課参

事 

 

 

 

 

 

特別手当交付金及び子育て応援特別手当事務取扱交付金を減額補正をさ

せていただく予定でございます。 以上、報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあれば、お受けいた

します。  飯髙委員。 

 

これについては期待されていた方が多くおられていたと思います。１回

周知されていまして、あとこういうことになったということで、ちゃんと

広報にこういう停止になったということをまた掲載していただくという

ことになるんですか。 

 

 厚生労働省から通知いただきました明くる日に、ホームページで住民の

皆様にお知らせしました。そして１１月のお知らせ版広報にその内容のも

のを書いた広報をすでに配っております。 

 

 確認だけちょっとさせていただきたいんですけども。これ万が一です

ね、国はやらないと言ったけれども、町でじゃあ代わってやりましょうと

いうことになれば、対象人数が何人おって、いくらかかるということにな

るのか、概算出しておられるようであれば、お尋ねをしておきたいという

ふうに思います。そしてそれらにつきましてですね、町としてはどうする

かっていうことについては、一旦は一応検討はされたのかどうかっていう

ところまで、ちょっと確認をしておきたいなというふうに思うんですが。 

 

 まずこの人数でございますが、該当者人数３万６千円そのままの国が示

していた金額で算出いたしますと、約８００人が対象者となっておりま

す。２,８８０万円の金額になります。そしてあと単独で、参考でござい

ますが、やっている市町村ちょっと調べさせていただきましたが、兵庫県

の三木市がまるまるの３万６千円と、北海道の秩父別町、そして南富良野

町が半額の１万８千円、あと熊本県の上天草市で支給されていると、ホー

ムページにのっていたことを報告させていただきます。 
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 自治体によってはそういうふうな全額、または半額なりでも、せっかく

住民さんが期待されていたのにということで、頑張られたところもあるよ

うですが、今、金額を聞きましてもね、町としては２,８８０万、大きい

金額ですのでね、難しかったんだろうとは思っておりますが、今後政権交

代しましていろんなこと出てきていますけれども、一応町としてはこうい

う問題については町としてはどうしようかというような検討をする、町と

してはね。こういうふうに単独でもやってはるようなところもあるという

ことを踏まえましてね、じゃあ国ではこういうふうに変えたけれども、町

ではどうだろうか、できるだろうかとか、そういう形で検討を町なりに加

えていっていただきたいと、今後の動向を踏まえながら、どうなるかもわ

からない問題もいろいろありますけれどもね、そういう姿勢というものを

町としても持っていてほしいなということをお願いをしておきたいと思

います。結果は、検討した結果についてはね、どういう結果がでてくるか

というのは別ですけれども、やっぱりそれらを検討していく姿勢っていう

のは大切かなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 他にございませんでしょうか。 

 

  （ な  し ） 

 

 それでは１０時４５分まで休憩といたします。 

 

 （ 午前１０時３０分 休憩 ） 

  （ 午前１０時４５分 再開 ） 

 

 それでは再開をいたします。 

 休憩前に飯髙委員より質問のありました車種につきまして答弁をして

いただけるということですので、お願いをしたいと思います。 

 栗本環境対策課長。 
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 塵芥収集車の車種についてのご質問についてでございます。当町の塵芥

収集車、資源物収集車、ダンプトラックを含めまして１２台を保有をして

おります。種類別に申し上げますと、パッカ－車が５台、いずれも車種に

つきましてはマツダ製でございます。次にロータリー車２台保有をしてお

りまして、いずれもマツダの車種でございます。ダンプトラックにつきま

しては４台保有をしておりまして、うち３台がマツダ、１台がミツビシ。

で残り１台、ユニック車を保有しておりまして、これにつきましてはミツ

ビシとなっております。 

 

 それでは、車種を答えていただきましたが、これについては何か。 

 

 結構です。 

 

 各課報告事項の（５）新型インフルエンザについてと、（６）斑鳩町新

型インフルエンザワクチン接種費用助成金交付要綱についてとございま

すので、関連しておりますのでこの２点につきましては一括議題としま

す。理事者の報告を求めます。 西梶健康対策課長。 

 

新型インフルエンザにつきましては、９月の厚生常任委員会以後の状況

についてご説明させていただきます。９月１７日（木）に各種団体からな

ります斑鳩町新型インフルエンザ連絡会議を開催いたしまして学級閉鎖

等の今後の対策、ワクチン接種につきまして、審議をしていただいたとこ

ろでございます。そして、新型インフルエンザの状況の共通認識を図った

ところでございます。また、新型インフルエンザの発生状況でありますが、

全国では１０月２６日から１１月１日における患者数は１５４万人とな

っており、また死者につきましては５０人を超えている状況でございま

す。感染は若年層で広がっており、入院や重症患者も１４歳までが多く、

これから冬を迎え、さらに感染者が増大することが懸念されております。 

当町におきましても、学級閉鎖は１１月１９日現在の累計でございます

が、幼稚園１クラス、小学校５０クラス、中学校１５クラス、学童保育室
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は５回閉室、保育園は２回閉園となっております。なお、保育園におきま

しては、１１月１３日から、園単位で園を閉鎖しておりましたが、クラス

単位で閉鎖を決定するとしたところであります。その後、たつた保育園の

５歳児１クラスが閉鎖となりました。学年閉鎖は、１１月１９日現在の累

計では、小学校で３学年、中学校で２学年となっています。 

こうしたなか、新型インフルエンザのワクチン接種が、県の接種スケジ

ュールに沿いまして、奈良県では１０月２３日から始まり、患者の診療に

直接従事する医療従事者、妊婦、基礎疾患を有する人等、順次接種が行わ

れているところでございます。手元に配布させていただいております青色

のチラシにつきましては、１１月広報に折り込みを行うとともに、ホーム

ページにより住民の方々に周知を図ったところでございます。また、その

後、国は１歳から小学校３年生までの接種スケジュールを前倒しするよう

にということで、１１月６日付けで都道府県に対して求めており、これを

受け、１１月１２日付けで、奈良県におきましても医療機関が集団接種す

るところには、１２月から優先的にワクチンを確保する旨の通知があった

ところであります。町といたしましても、接種希望者には、できるだけ早

い時期に接種できるよう、１１月１７日の午後、町医師会の先生方に集団

接種についての説明とご協力をお願いしたところ、生き生きプラザ斑鳩の

保健センターでワクチン接種を実施するということで、ご協力いただくこ

とでご承諾を得たところであります。今後、町医師会、町教育委員会、福

祉課、健康対策課が連携を図り、早急に接種希望者を把握し、日程調整を

行いたいと考えております。また、接種費用につきましては、生活保護世

帯や市町村民税非課税世帯の方は、接種費用の負担軽減が図られたところ

でありますが、当町では、接種費用の公費負担をさらに拡大いたしまして、

妊婦、１歳未満の保護者及び１歳から中学生までの子どもを対象に、接種

費用の助成を行い、無料とすることで、さらなる子育て支援の拡充を図り、

子どもを安心して産み育てる町づくりの推進に努めるものであり、後ほど

当該事業にかかります要綱（案）につきましてご説明させていただきます。

また、接種費用の助成にかかります経費につきましては、１２月議会に増

額補正をお願いし、償還払いにより実施してまいりたいと考えておりま
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委員長 

 

 

す。今後も、新しい情報等を住民の方にいち早くお知らせをしてまいりた

いと考えており、引き続き、国の情報に注視し県と連携を密にいたしまし

て、新型インフルエンザの感染予防に努めてまいりたいと考えておりま

す。以上で、新型インフルエンザについてのご報告とさせていただきます。 

 続きまして、資料７の斑鳩町新型インフルエンザワクチン接種費用助成

金交付要綱（案）につきまして、ご説明をさせていただきます。 

 最後のページの要旨をご覧ください。要旨をもってご説明させていただ

きます。新型インフルエンザワクチン接種について、斑鳩町では安心して

子どもを産み育てるまちづくりのより一層の推進を図るため、町単独助成

事業といたしまして、特に新型インフルエンザの感染が高い若年層に対し

てワクチン接種の助成を行うこととし、また、国が定める低所得者助成事

業として、生活保護世帯及び市町村民税非課税世帯に対してもワクチン接

種の助成を行うものであります。 

 最初のページに戻っていただけるでしょうか。助成の対象者であります

が、第２条で定めております。妊婦、１歳未満児の保護者、１歳から中学

生に相当する年齢の者の保護者、生活保護法による被保護世帯に属する

者、平成２１年度分の市町村民税が非課税である世帯に属する者としてお

ります。助成金でございますが、１回目のワクチン接種に係る助成金額は

３,６００円、２回目のワクチン接種に係る助成金額は２,５５０円、ただ

し、２回目のワクチン接種が１回目と異なる医療機関においてワクチン接

種した場合は、３,６００円となっております。この要綱は、公布の日か

ら施行し、平成２１年１０月１９日から平成２２年３月３１日の間に実施

されたワクチン接種について適用することとしております。２１年１０月

１９日は国がワクチン接種を開始した日でございます。以上で、斑鳩町新

型インフルエンザワクチン接種費用助成金交付要綱（案）の説明を終わら

せていただきたいと思います。よろしくお願い申し上げます。 

 

報告が終わりましたので、何かお尋ねになりたいことがあれば、お受け

したいと思います。 飯髙委員。 
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 インフルエンザについて、町の窓口に電話等、また尋ねてこられる方と

いうのはどんな状況んですか。 

 

やはりテレビ等でワクチン接種の国の情報が流されますと、いつから始

まるかとか、どうやって受けたらいいのかという問い合わせがございま

す。そのなかで、スケジュールがございますので、予定をいつぐらい始ま

りますので、各医療機関で受付をしていただいて、接種をお願いしますと

いうふうな回答をさせていただいております。 

 

今回の助成金ということで、こういうかたちになるんですけど、そうい

うことについても何かお尋ねがありましたかね。 

 

 助成につきましては、低所得者の方の助成について、国のほうは報道を

しておりますので、こうした市町村民税非課税の人について、助成がある

かということでございます。当町におきましては、補正予算等はまだ通っ

ておりませんけれども、一応、そういった国が実施するということでござ

いますので、町としても調整できるようにすすめておりますので、領収書

や接種済み証を捨てないで置いておいてくださいと。決まれば、チラシ等

で周知させていただきますので、よろしくお願いいたしますということで

対応させていただいております。 

 

 よろしいですか。ちょっとお尋ねをしたいんですけれども。この要綱の

第２条（３）なんですけれども、これは「１歳から中学生に相当する年齢

の者の保護者」となっているんですけど、「１歳から中学生に相当する年

齢の者」ではないんですか。「１歳から中学生の子」はどうなってるのか、

ここに入ってこないんではないかなと。者とその保護者なのか、今ちょっ

と読んでいて、じゃあ「１歳から中学生の子」はどこへ行ったん、どうな

ってんのと思うんですけれども、それはどう考えたらよろしいんでしょう

か。 西梶健康対策課長。 
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健康対策

今ご指摘いただいておりますけれども、対象者ということになれば、お

っしゃっていただいた「１歳から中学生に相当する年齢の者」ということ

ですけれども、助成をさせていただく方になりますので、保護者の方に接

種費用を返させていただくということで、「保護者」という形でつけさせ

ていただいております。 

 

そうしますと、要綱そのものについては、そういう考え方で、「保護者」

というふうになってますけれども、優先対象者のうち、この方たちについ

ては無料としますと、どこかではっきり謳っておくほうがわかりやすいか

なっていうふうには思うんですけれどもね。このまま読むと、ちょっと読

んでて分かりにくいかなという感じがありましたので。その周知をする場

合は、もちろん、こうですよということになるとは思うんですけれどもね。

それで、この中で見ますと、優先順位に沿った形でいくと、１歳未満児の

保護者っていうのを前にもってきてあんねんけれども、えらい細かいこと

言うようですけど、優先順位から言いますと、１歳から中学生に相当する

全部混ぜ込んだらあれになりますけれども、優先順位としてはものすごく

大きい幅になりますからあれなんですけれども、できたら、１歳から中学

生までの間の人は無料ですよと、そしてその人たちについては、無料やか

ら助成しますよということが、はっきり大きく謳われるためには、結構順

番的には、ぼんと前に出してもらったほうが分かり易いのかなと思ったん

ですけれども。対象になる人たちが多いと思いますのでね。そのへんの書

き方と周知の仕方というのを、この要綱だけ見ていたら、そのへんが分か

りにくいのかなということがありましたので、周知をしていく中で工夫を

していただくということもお願いしたいなと思います。 

他に何かございませんか。 辻委員。 

 

この中の２条で、今、輸入と国産とありますけれども、この書いてある

のは国産、輸入か。 

 

この要綱の中では国産、外国産の表現はございません。今、国が示して
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いる分につきましては、一応、中学生までは国産で対応できる見込みがあ

るというふうなことを聞いております。 

 

このなかで、補正でも出ていますけど、県の補助、この（１）から（５）

の間で、県の補助対象と補助率は。 

 

県の補助につきましては、低所得者の方に対する助成ということで、実

際の支出の４分の３が入ってきます、町は４分の１ということです。 

 

（１）から（５）のうち、（４）と（５）だけが県の対象ということで

すか。 

 

妊婦さん、それと中学生、子どもさんとかの保護者の方、国が示してお

ります優先接種対象者のなかで、低所得者の方、または生活保護に属する

世帯の方はすべて対象ということになります。（１）の妊婦さんにつきま

しても、（２）１歳未満児の保護者、また（３）の１歳から中学生の年齢

の者の保護者につきましても、生活保護の世帯の方または市町村民税非課

税世帯であれば、補助対象になるということでございます。 

 

例えば、これ（１）から（５）までありますけどね、予算書を見たら、

支出が３,６００万円、県の補助が１千何万やからね。これ逆に言うと、

町単でする分はどれだけかということを聞きたいだけで。 

 

国が市町村民税非課税世帯にかかりますパーセントを２７％と見込ん

でおりますことから、対象者の２７％は補助対象と、そして残りの７３パ

ーセントは町単独で補助をさせていただこうというふうに考えておりま

す。 

 

（１）から（３）のなかでも、ということですね。 

よろしいでしょうか。 辻委員。 



 - 34 - 

 

辻委員 

 

 

 

 

健康対策

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

健康対策

課長 

 

 

今ワクチンがなかなかないというなかで、集団的接種であれば早くでき

るということもありますので、今、斑鳩町でもかなり発生していますので、

できるだけ早く接種できる体制づくりをお願いしたいと。そのためには、

どういうふうに検討されているのか、そのへんちょっと。 

 

県から通知がありまして、１１月１７日に医師会の先生に生き生きプラ

ザに集まっていただきまして、ご説明をさせていただきましたところ、先

生方に承諾をいただいたところでございます。それで、本日の昼からです

けれども、教育委員会と福祉課と健康対策課が集まりまして、日程とか、

あとはどういった形で申込みをしていただくとか、ということについて話

をしまして、できれば日も迫っておりますので、明日にでも医師会の会長

さんにお話をさせていただいて、日程等の調整、そして医師会の先生方の

ローテーションの都合につきましても、早く取り決めいたしまして、県の

ほうにも日程を通知し、ワクチンを確保しなければなりませんので、でき

るだけ早く動きたいと思っております。 

 

せっかく入ってくるワクチンであれば、斑鳩町の子どもさんたちのため

に使えるように進めていただきたいというふうに思います。 

他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、続きまして（７）斑鳩町ｂ型インフルエンザ菌（Ｈi

ｂ）ワクチン接種費用助成金交付要綱について、理事者の報告を求めます。 

西梶健康対策課長。 

  

それでは、資料８の斑鳩町ｂ型インフルエンザ菌（Ｈiｂ）ワクチン接

種費用助成金交付要綱（案）について、ご説明させていただきます。最後

のページの要旨をご覧ください。要旨をもってご説明させていただきま
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す。乳幼児が重症化して死亡したり重大な後遺症が残ったりする病気とし

て細菌性髄膜炎があります。この病気の原因の多くは「ｂ型インフルエン

ザ菌（Ｈiｂ）」という細菌であり、ヒブワクチンを接種することにより

発病を防ぐといわれています。このワクチン接種が平成２０年１２月から

日本国内でも接種可能となったことから、当町では、安心して子どもを産

み育てるまちづくりのより一層の推進を図るためヒブワクチンの予防接

種に対して助成を町単独で行うこととし、この要綱を制定するものであり

ます。最初のページに戻っていただけるでしょうか。助成の対象者であり

ますが、第２条で定めております。生後２ヶ月から６０ヶ月齢未満までの

乳幼児の保護者としております。接種する年齢によりまして、接種回数が

異なります。次ぎのページの別表をご覧ください。生後２ヶ月齢から生後

７ヶ月齢未満の間に接種を開始した場合は初回３回、追加分１回の合計４

回接種が必要となります。生後７ヶ月から生後１２ヶ月未満の間に接種を

開始した場合は初回分２回、追加分１回の合計３回接種することになりま

す。生後１２ヶ月齢、１歳超えまして、生後６０ヶ月齢未満（１歳から５

歳未満）の間に接種を開始した場合は、１回接種となっております。 

助成金の額は、接種費用が１回約７千円程度かかることから、１回接種

につきまして、おおむねその半額の３千円を上限として助成させていただ

くものでございます。この要綱は、平成２２年４月１日から施行すること

としております。以上で、斑鳩町ｂ型インフルエンザ菌（Hib）ワクチン

接種費用助成金交付要綱（案）のご説明を終わらせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きになりたいことがあれば、お受け

いたします。 飯髙委員。 

 

 これにつきましては、私も一般質問させていただきまして、来年度より

施行ということになっています。参考にお聞きしたいのですけれども、県

内においても、このいった形の助成をしている自治体がありますか。 
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 生駒市が実施しております。 

 

 生駒市は助成費用はいくらですか。 

 

 ３千円でございます。 

 

 はい、わかりました。 

 

 これにつきましても、こういう助成をしていっていただくということに

つきましては、対象となるお子さんを持っておられる保護者の方や、また

医療機関でも、そういった取り組みについて周知していっていただく、こ

れにつきましては、新型インフルエンザの件もあって、医師会の皆さんと

もお話をされるということですので、こういったものにつきましても併せ

て来院される方への周知を、医療機関にも是非お願いをしていただき、そ

してまた広報でも十分やっていただく、生き生きプラザでも活用して、情

報の発信という、福祉健康保健の拠点としての生き生きプラザの活用もし

ていっていただくということをお願いをしておきたいと思います。 

他によろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

ないようですので、続きまして、（８）斑鳩町肺炎球菌ワクチン接種費

用助成金交付要綱について、理事者の報告を求めます。 

西梶健康対策課長。 

  

それでは、資料９の斑鳩町肺炎球菌ワクチン接種費用助成金交付要綱

（案）につきまして、ご説明させていただきます。資料９をご覧ください。

最後のページの要旨をもってご説明させていただきます。 

 日本では、肺炎は、がん、心臓病、脳血管疾患に次ぎ、死因の第４位で、

高齢者ほど死亡率が高くなってきております。肺炎球菌ワクチンは、肺炎
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の中で最も多い原因となる肺炎球菌によって起こる病気を防ぐワクチン

であり、この接種により約８割の予防接種効果が期待できるといわれてい

ます。このことから、斑鳩町では、高齢者の健康の保持増進を図るため、

肺炎による死亡率の高い高齢者層に対して、ワクチン接種費用の助成を町

単独で行うものとし、要綱を制定するものであります。 

最初のページに戻っていただけるでしょうか。助成の対象者であります

が、７０歳以上の方を対象としております。助成金の額は、接種費用が１

回約７千円程度かかることから、概ねその半額の３千円を上限として助成

させていただくものであります。この肺炎球菌ワクチン接種は、日本にお

きましては、生涯に１回となっておりますことから、助成は、１人につき

生涯１回を限度として規定をさせていただいております。この要綱は、平

成２２年４月１日から施行することとしております。以上で、斑鳩町肺炎

球菌ワクチン接種費用助成金交付要綱（案）のご説明を終わらせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、何かお尋ねになりたいことがあれば、お受け

いたします。 飯髙委員。 

 

 これにつきましては、昨年の３月に一般質問をさせていただきまして、

公費助成ということで、町としては、今後研究していくということで言わ

れていまして、今度助成をするという方向になったわけですけれども。 

この条例の第２条に対象者が７０歳以上ということで、最近はやはり６

０歳以上の方が多く肺炎球菌になられているということでありますので、

今回、インフルエンザなどによって肺炎おこされる方、６５歳以上が多い

ということで、この７０歳以上というのは、どういう形で決められたのか

お聞きしたいと思います。 

 

 全国で肺炎によります死亡例のうち、約９２％の方が７０歳以上の方で

占めているということでございますので、７０歳以上の方を対象として、

助成をさせていただくことにしたものでございます。 
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この助成については、平成１９年においては、全国的には、私の調べに

よると、６４市町村が助成を行っていたということでございます。今般、

こういう形の助成する自治体が増えてきていると思うんですけれども、そ

のできれば、自治体数の数と接種の対象となる年齢の方がどういう形にな

ってきているのか、お聞きしたいと思います。今、わかれば。 

 

 １０月１日で、全国では１６５自治体が助成をしております。そのうち

奈良県内では３自治体。橿原市、桜井市、河合町、この３自治体が県内で

は助成をしております。 

  

それで、対象年齢は。 

 

 全国の対象年齢につきましてはわかりませんけれども、奈良県内で現在

助成を行っている自治体につきましてはすべて７０歳以上を対象として

いるところでございます。 

 

 同じくこの第２条で、健康保険等の適応がある者というのは、どういう

ことですかね。 

 

 脾臓の疾患のある方につきましては、対象予防接種に対して保険適応が

あるということになっております。 

 

ちょっと休憩します。 

 

  （ 午前１１時１６分 休憩 ） 

  （ 午前１１時２０分 再開 ） 

 

再開いたします。 西梶健康対策課長。 
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脾臓疾患のある方は、すでに病院で治療を受けておられるということ

で、その方につきましては、すでに保険適用によりまして、医療行為によ

って、このワクチン接種、予防接種をされているということでございます

ので、通常任意接種でありましたら全額自己負担ですけれども、保険適用

で受けておられる方につきましては、除外するということになります。 

 

 はい、わかりました。 

 

それと、第２条に最後、「及びこれまでに予防接種を受けたものを除く」

となっていますよね。この肺炎球菌については有効性は５年程度だろうっ

て言われてて、そして７０歳ぐらいの方がね、実は自費で打ってはるんで

すわ。自費でもう打ってはるけど、それを黙ってて、もう５年以上経った

から打ちたいなと思いはった場合ですね、黙ってて打たはるということに

ついては可能性ありますやんか。でもここに想定されているのはそうやっ

て自費で既に打った人のことを想定してはるのかなって思うんですけど

ね、その辺なんかはどんなふうな考え方をしておけばいいのか、というこ

と、担当のほうはどう考えてはりますか。 

 

すでに打っておられるということで、２回目の接種につきましては、今、

国の方では生涯１回限りということになっておりますので、そういった方

は申請はないものと思っております。 

今ご質問があった、黙って打ったらわかりませんので、そこについては

ちょっと判断ができない状況です。 

 

多分５年は有効やっていうことでね、今年あたりぼちぼち打ってはる人

があるんですわ。７，８千円かかるらしいですけどね､打ってはるの聞き

ます。インフルエンザのワクチン接種でけへんから肺炎なったら恐いから

って言って、お年寄りがね、自費で打ってはるの聞いてますねん。これね、

５年ぐらいやって医療機関で聞いたって、ほんならまたね、５年経ったら

薄れてきたんやろなって思って、そんなんがあるんやったら受けようか



 - 40 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

健康対策

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と、こういうことになりかねないかなって、今ちょっと思ったんですね。

そういう状況っていうのもありますので、私はお年寄りには日本では生涯

に１回というふうになっているので、今度助成しはるのも１回だけですよ

ということで、説明なんかはしてるんです、その肺炎球菌のワクチンのこ

と聞かれた人にはね。そんな説明もしてるんですけどね。でも今後、そう

いうケースっていうのはありうるんかなと思いますので、担当のほうでも

その辺のところについて、なにか検討をきちっとしていただけたらという

ふうに思います。 

他に委員さんの方ではございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

続きまして、（９）生き生きプラザ斑鳩の運営状況について、報告を求

めます。  西梶健康対策課長。 

  

 それでは、生き生きプラ斑鳩の運営状況についてご報告させていただき

ます。 

 ８月までの利用状況は、前回の委員会でご報告をさせていただきました

ので、９月と１０月の利用状況についてご説明させていただきます。 

 資料１０をご覧下さい。９月は合計５,０８７人の来館者がございまし

た。例月より来館者が多かったのは、９月５日に生き生きプラザ斑鳩開館

１周年記念事業を実施したことによるものでございます。 

 １０月の利用につきましては、合計５,２９６人の来館者がございまし

た。１０月の第４土曜日の催しにつきましては、はつらつ運動教室、子育

て支援講座として、「歯の話」と題して宇治先生による講演会を実施し、

男女共同参画社会セミナーとして、みんなと楽しもう国際交流ということ

で、外国の方による各国の紹介や展示を行い、機能回復訓練コーナーでは

外国の歌などを演奏され、足湯やつどいの広場に来られた方を含めまして

来館者は３１９人でございました。 

 １０月は、第４土曜日の催しが盛況であったことや、保健センターで各



 - 41 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

環境対策

課長 

 

 

 

 

種がん検診等保健事業を実施したことによりまして、来館者が多かったも

のであると考えております。 

 また、昨日、斑鳩町総合保健福祉会館運営会議を開催させていただき、

生き生きプラザ斑鳩を円滑に運営するために、運営会議の委員皆様にご意

見等をいただいたところでございます。また、オープンして１年を迎えま

して、軌道にのってきたということと、任期が今月末で終わるということ

で、当運営会議において審議いただき、運営会議は１１月末で終わらせて

いただくということとなりました。今後も、保健・福祉の拠点といたしま

して、小さい子どもから高齢者まで幅広く世代を越えて「生き生きプラザ

斑鳩」の名にふさわしい活気のある施設として、より多くの方々にご利用

いただければと思っております。なお、運営会議の委員の皆様には、今後

も何か気が付いたことがあれば、是非、ご意見を賜りたい旨をお願いした

ところでございます。 

 以上で生き生きプラザの運営に関することにつきましてご報告とさせ

ていただきます。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあれば、お受けいた

します。 

 

 （ な  し ） 

 

ないようですので、続きまして（１０）年末年始のごみ処理業務につい

て、理事者の報告を求めます。  栗本環境対策課長。 

 

 それでは、各課報告事項の（１０）年末年始のごみ処理業務につきまし

て､ご報告をさせていただきます｡ 

 年末年始につきましては､１年で最もごみの処理量が増加することか

ら､収集あるいは処理につきまして、特別体制で臨んでおりまして､このほ

ど､年末年始の体制が整いましたので､ご報告をさせていただきます｡ 

 まず、ごみ収集であります｡可燃ごみの年末年始の収集は､月・木曜日コ
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ースは､１２月２８日月曜日が年内最終となり､年始の最初の収集は､１月

４日月曜日となります。火・金曜日コースにつきましては､１２月２９日

火曜日に特別収集を行い､年始の最初の収集は１月５日火曜日からとな

り、いずれのコースも１回分の収集をお休みをさせていただくこととして

おります｡なお、可燃ごみ以外につきましては､基本的に通常どおりの収集

体制であります｡ 

 次に､ごみの持込みについてであります｡年末につきましては､１２月２

７日日曜日が第４日曜日となりまして､毎月､第２土曜日､第４日曜日は､

持込み受付日としておりますので､１２月２７日日曜日は午前８時３０分

から午後３時３０分まで持込みをしていただくことができます｡ 

 １２月２８日月曜日は通常どおりの業務を行い､翌２９日火曜日､３０

日水曜日は､午前８時３０分から午後３時３０分まで、大晦日の３１日木

曜日は､午前８時３０分から午前１１時までそれぞれごみの持込みの受付

をさせていただきます｡なお、毎年､３１日は持込の車輌で周辺道路が大変

混雑いたしますので､今年度につきましても､警備員を周辺道路に配置を

いたしまして､混雑の緩和､あるいは事故の防止に努めまいりたいと考え

ているところであります｡ 

 次に、ごみの焼却についてであります｡ごみの焼却につきましては､年末

は、１２月２３日の祝日のほか､２９日火曜日、３０日水曜日の両日、焼

却業務をさせていただき､年始につきましては､１月１１日成人の日にも

焼却業務をさせていただくなどし、年末年始の排出量増加に対応すること

としておりまして、すでに関係自治会に協力依頼を申し上げ､ご理解をい

ただいているところであります｡ 

 なお、住民の方々には､１２月町広報紙におきまして､年末年始のごみ処

理業務について、周知を行うこととしております｡ 

 以上､簡単ではございますが､年末年始のごみ処理業務につきましての

ご報告とさせていただきます。以上です。 

 

報告が終わりましたので、何かお聞きしたいことがあれば、お受けいた

します。よろしいですか、ございませんか。 
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 （ な  し ） 

 

非常に年末ぎりぎりまで職員の皆さん大変なことと思いますが、住民の

たくさんの方が仕事休みになってから家の片付けをしたりしてごみが出

るという中、非常に喜んでおられます。職員の皆さん大変ですけれども、

またよろしくお願いいいたします。 

では、続きまして（１１）平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第７

号）について、理事者の報告を求めます。 佐藤福祉課長。 

 

 それでは平成２１年度一般会計補正予算（第７号）のうち、厚生常任委

員会が所管します補正につきまして説明させていただきます。 

資料１１、平成２１年度一般会計補正予算（第７号）歳入歳出総括表（案）

により、一括して説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

まず、表面の第１４款、歳入のほうからでございますけども、国庫支出

金の民生費国庫負担金では、児童手当の交付見込みが当初の見込みを上回

ることから、その国庫負担相当額として、被用者児童手当負担金など合計

で２１１万９千円を増額補正するものでございます。 

 次に、民生費国庫補助金では、国の平成２１年度第１次補正予算により

実施が予算化されておりました子育て応援特別手当につきまして、先にも

うすでに説明ありましたが、報道等で報じられておりますとおり、その執

行が停止されましたことから、一部執行済みの事務費分を除いた、子育て

応援特別手当交付金２，８８０万円、子育て応援特別手当事務取扱交付金

１８４万１千円の減額補正をするものでございます。 

 次に、第１５款 県支出金の民生費県負担金では、先ほどの国庫負担金

と同様の理由により、合計で児童手当に係る県費負担分８４万７千円を増

額補正するものでございます。 

次に、衛生費県補助金では、猛威をふるっております新型インフルエン

ザにつきまして、ワクチンの接種が開始されておりますが、低所得者の方

の経済的負担の軽減を目的として助成制度が創設されたことによりまし
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て、新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金１,３５３万８千

円を追加補正するものでございます。 

続きまして、第１７款 寄附金の福祉費寄附金では、ふるさと納税によ

り２名の個人の方と１団体からご寄附がありましたことから、２万５千円

の増額補正を行うものでございます。 

続きまして、歳出予算でございます。裏面を見ていただきまして、第３

款 民生費でございます。 

まず初めに、人件費につきまして、国家公務員の給与に関する人事院勧

告が、現在、臨時国会で審議中でありまして、当町職員の給与改定も、国

家公務員の給与改定に準じて所要の改正を行うものでございまして、ま

た、共済組合負担金率の改正が行なわれることから、現在、予算額につい

て積算中でございます。このため、本日お示ししております資料１１には

これらが反映しておりませんことをご了承お願いしたいと思います。 

 次に、社会福祉総務費のほうでございます。国民健康保険事業への支援

におきましても、国民健康保険事業特別会計における人件費の予算補正で

ございまして、補正額は確定しておりません。よろしくお願いいたします。 

次に、福祉基金への積立でございます。歳入で申し上げました福祉費寄

附金のうち、福祉基金への積立を希望されました５千円についての増額補

正でございます。次に、介護保険事業繰出費の介護保険事業への支援にお

きましても、先ほどの国民健康保険事業特別会計と同様に人件費の予算補

正でございます。金額は確定しておりません。よろしくお願いいたします。 

 次に、児童福祉総務費では、幼児２人同乗用自転車購入費助成事業を実

施することから１００万円の追加補正するものでございます。 

次に、児童手当費では、歳入で申し上げましたとおり、児童手当の交付

見込みが当初の見込みを上回ることから３８１万５千円を増額するもの

でございます。また、子育て応援特別手当支給事業費では、同じく歳入で

申し上げましたとおり、その執行が停止されましたことから３，０６４万

１千円の減額補正するものでございます。 

 続きまして、第４款 衛生費の感染症予防費では、新型インフルエンザ

ワクチンの接種助成につきまして、歳入で申し上げました低所得者向け助
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国保医療

課長 

成事業を実施いたしますとともに、妊婦・１歳未満の保護者・１歳から中

学生までの子どもについて、その所得状況にかかわらず町独自で助成を行

いますことから、３,６３７万７千円を追加補正するものでございます。 

以上、簡単ではございますけれども、平成２１年度斑鳩町一般会計補正

予算（第７号）のうち、厚生常任委員会が所管します補正についての説明

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、何かお尋ねになりたいことがあれば、お受け

いたします。 

 

  （ な  し ） 

 

ないようですので、引き続き報告事項を進めていきたいんですけども、

１２番目、１３番目につきまして資料１２、１３ということであげており

ますが、ただいま一般会計のほうの説明にもありましたように、金額が確

定していないということで、この資料１２、１３については確定をしてお

りませんので、本日提出をしておりません。それについても委員皆様にも

ご理解をいただきまして、この１２、１３の資料は本日なしということで

ご了承いただきたいと思います。でも、打ち合わせの段階ではあるという

ことを想定して資料番号を打っておりましたので、この資料は存在しない

けれども、番号がついているということでご理解をいただきたい、その後

の分についてはそのまま資料番号を通した形で付けておりますので、ご了

解いただきたいと思います。 

それでは、金額が確定していないということですが、それぞれ一応報告

だけ受けておきたいと思いますので、（１２）平成２１年度斑鳩町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第４号）について報告を求めます。 

植村国保医療課長。 

 

 平成２１年度国民健康保健事業特別会計補正予算（第４号）についてで

ございます。今回の補正につきましては、一般会計補正予算の説明でも申
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しましたように、人件費にかかるのみでございます。金額につきましても

委員長おっしゃいましたように現段階で確定しておらず、本日資料を提出

することができませんでした。本日につきましては補正の事項の報告のみ

ということになりますことをご理解よろしくお願いいたします。 

 

報告が終わりましたので、何かお尋ねになりたいことがございますでし

ょうか。よろしいですか。 

 

  （ な  し ） 

 

そうしましたら、続きまして、（１３）平成２１年度斑鳩町介護保険事

業特別会計補正予算（第３号）について報告を求めます。 

佐藤福祉課長。 

 

平成２１年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について

の説明でございます。介護保険事業特別会計の補正につきましても、人件

費の補正でございます。当初金額が決まりましたら、資料１３として提出

させていただく予定でございましたけども、一般会計で説明させていただ

いた通り、補正額は確定いたしておりません。内容の説明のみとさせてい

ただきます。よろしく、お願いいたします。 

 

報告が終わりました。何かお尋ねになりたいことはありますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

 

  （ な  し ） 

 

それでは、続きまして（１４）議会の委任による町長専決処分の報告に

ついて（損害賠償の額の決定について）と（１５）議会の委任による町長

専決処分の報告について（平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）

について）は、同一事故にかかる案件ですので、一括して議題といたしま
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す。理事者の報告を求めます。 栗本環境対策課長。 

 

 それでは、各課報告事項の（１４）及び（１５）につきまして、一括し

てご報告をさせていただきます｡ まず、（１４）議会の委任による町長

専決処分の報告について（損害賠償額の決定について）でございます。去

る８月１９日に開催されました当委員会におきまして､ご報告をさせてい

ただきました衛生処理場の職員がごみ収集車を運転中､個人のお家の塀に

接触し、塀の一部を破損させました事故の示談が､平成２１年１０月１４

日に成立いたしまして､損害賠償の額が決定いたしましたので､今回､ご報

告をさせていただくものでございますので、ご理解をいただきますようお

願い申し上げます｡資料１４をご覧いただきたいと思います｡まず、専決処

分書を朗読をさせていただきます｡ 

 

（ 専決処分書朗読 ） 

 

この事故につきましては､去る６月２４日水曜日､午前８時３０分頃、環

境対策課、衛生処理場清掃員、平嶋滋巳が缶類・ビン類を収集するため､

３ｔダンプ車を運転中､神南３丁目１２番２８号 大道 一様宅前の資源

物集積所で収集した後､Ｕターンをしようとバックした際､大道様宅の塀

に収集車の右後部を接触させ、損害を与えたものでございます。この事故

によります大道様宅の塀の修理代として､８０,８５０円の損害賠償を行

うことで､示談が成立いたしましたので､同日付で専決処分させていただ

いたものでございます｡ 

 続きまして､（１５）議会の委任による町長専決処分の報告について（平

成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第６号）について）でございますが、

資料１５をご覧いただきたいと思います｡ 

 まず、専決処分書を朗読させていただきます｡ 

 

  （ 専決処分書朗読 ） 
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 この補正予算につきましては､先ほどご報告させていただきました損害

賠償の額の決定に伴いまして､既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ８万

１千円を追加し､歳入歳出それぞれ７８億２,７０３万８千円とするもの

でございます。内容につきましては､予算に関する説明書に基づきまして

説明をさせていただきます｡ 

 補正予算書の４ページをお開きいただきたいと思います｡歳入でござい

ますが、第２０款 諸収入、第５項 雑入、第５目 雑入、第６節 雑入

に自動車損害共済金といたしまして、８万１千円を増額補正するものでご

ざいます｡５ページの歳出では､第４款 衛生費、第２項 清掃費、第１目 

清掃総務費、第２２節 補償補填及び賠償金に、賠償金といたしまして､

８万１千円を増額補正するものでございます。 

 １ページに戻っていただきまして､予算書を朗読させていただきます。 

 

  （ 予算書朗読 ） 

 

 以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます｡よろしくご

了承のほどいただきますようお願いいたします｡ 

 

報告が終わりましたので、何かお尋ねになりたいことがあれば、お受け

いたします。 

 

  （ な  し ） 

 

ないようですが、他に、理事者側から報告しておくことがあれば。 

佐藤福祉課長。 

 

 ふれあい交流センターいきいきの里の浴室タイル工事についてご報告

させていただきます。１１月１６日月曜日から１１月３０日月曜日まで、

ふれあい交流センターいきいきの里を休館させていただき、男女浴室の床

タイルの張替え工事を現在行っております。住民の方々の周知につきまし



 - 49 - 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 
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ては、１１月広報のほうに折込チラシを入れさせていただき、また広報の

お知らせ版の方にも掲載させてもらっています。また、事前に施設等へも

案内の張り紙を貼らせていただいて周知を図っております。以上、簡単で

はございますが、ご報告とさせていただきます。 

 

 これについて、なにかございますか。 

 

  （ な  し ） 

 

 タイルの張替えは結構なんですけどもね。いきいきの里のことで出たの

で、ちょっと尋ねておきたいんですが。条例を改正しまして入浴料から入

館料という形にしてからですね、利用者数の変化があったのかどうかとい

うのが１点と、それとですね、月曜日が休館なんですね、ここは。ところ

が祝日って結構月曜日が多いものですから、祝日が月曜日にあたる回数が

年間結構ありますので、祝日に利用したいっていうような声が私は結構聞

くんですけれども、祝日が月曜日になる場合は火曜日を休館とするという

ような、そういう融通性のある運用っていうのはできないのか、というよ

うなことについて、これまで検討されたかどうかっていうことも、合わせ

て、その２点お尋ねをしておきたいと思います。 

 

 まず、１点目の入館料を徴収させていただくというように変更させてい

ただいた後の入館者の変化でございますけども、入浴者について比較させ

ていただきますと、若干伸びているんかなというような状況でございま

す。それから２点目の、通常月曜日が休館日になっておりますけども、祝

日が月曜日になった場合の時の、休館の変更とかの検討についてのご質問

でございますけども、その件について声はちょっと聞いておりませんけど

も、今委員長がおっしゃってましたように、そういうお話も聞いておられ

るということですので、一度内部的に検討させていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
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 たまたまですね、今年休日が続いた時に、田んぼが忙しい時期で、田ん

ぼ刈った後、月曜日に祝日でお風呂みんなで行こうかって言ったら、閉ま

っていたっていうような話を法隆寺の地域で聞いたり、残念やな、みんな

で入ろうと思ったのにというような話がありました。それとですね、入浴

者数そのものは伸びているということなんですが、町がそもそも入館料に

変えたのは原因があったわけですよね、お金も払わず居座られるという原

因があったわけですが、その問題についてはどういう状況でしょうか。少

しは改善されたんですかね。 

 

 入館料徴収させていただいた直後の時には若干ぐらいの減だったんで

すけども、今現在からいうと半減ぐらい、全体的な人数的には半分ぐらい

かなと、そのように考えております。 

 

 他に委員さんのほうでございませんか。 

 

  （ な  し ） 

 

以上をもちまして、各課報告事項については、終らせていただきます。 

続きまして、４．その他について、委員皆さんのほうから質疑等を受け

る前にですね、委員皆さんから意見が出まして、委員会としてまとめた問

題がございますので、ちょっと、その他で申し上げたいと思います。 

今年は厚生常任委員会は視察に行きました。長浜市、輪之内町、豊明市

と寄せていただいて、いろいろ環境問題、ごみ問題勉強してきましたが、

その中でですね、ごみ有料化を導入された時に、有料化したごみ袋におむ

つを入れるのではなく、自宅で介護なさっているお年寄りのいらっしゃる

ご家庭や、小さい子どもさんがいらっしゃるご家庭については、おむつの

専用袋を配布し、おむつについては無料で回収をするというようなサービ

スを行っているという自治体がございました。視察にお伺いし、そういう

話を聞いた後ですね、委員みんなでいろいろ話し合いをさせていただく中

で、それは非常にいい取り組みだなと。今、斑鳩町は子育て支援っていっ
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て本当によくやってもらっていると思います。だから、せっかくですので

ね、よくやっていただいています、双子さん産まれはって年続いて産まれ

はったご家庭はごみ大変やというお話も聞きますし、ましてや介護を必要

とするご老人を抱えながら自宅で努力をして介護をされているご家庭、こ

ういったところを支援するっていうのは、私は、今日は町長いらっしゃら

ないんですけどもね、町長の姿勢からいくと、そういう問題については、

非常にね、理解を示していただける問題ではないかなと。その問題につい

ては、当時峯川補佐がいっしょに視察に行っておりましたので、われわれ

委員が話する中で峯川補佐にもそういう話をしてまして、帰ってきてから

は栗本課長のほうにも、そういう話で委員みんなええことやな、そんなん

斑鳩町でもやれたらなっていう話をしてたんやっていう話を栗本課長に

もしてたんですが。やはりその後も委員皆さんから、ぜひ委員長から委員

の総意として、そういうことを是非とも町は取り組んでほしいということ

で、要望したいということでございましたので、今日、その他の項目で私

のほうから厚生委員会の委員みんながそういう要望を持っているという

こと、この場で意見として申し上げておきたいと思います。これについて

は、やり方についてもいろいろな検討も必要かと思いますので、十分私た

ちの要望も汲んでいただきまして、よりよい方向なり、またいろんな検討

を重ねていただき是非とも早くそういうことに取り組めるような状況に

なってくれるように、努力をしていただきたいと思います。町長もいらっ

しゃらないので、また内部でご相談をいただきまして、検討していただき

たいと思いますので、これについては答弁は結構ですので、ただいま意見

として申し上げておきたいというふうに思います。 芳村副町長。 

 

町長にお伝えするということにしたいと思いますけども、長浜市の取り

組みについて研修をしていただきまして、この長浜市については福祉面で

住民の方々に配慮した取り組みということで、非常に町としても参考にな

るということを担当者から聞いております。こうしたことで今後、おむつ

袋の無料配布につきましては、ルール違反という問題もございますから、

十分検討いたしまして、町の方向性が見えましたら委員会に諮っていきた
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いとこのように考えておりますが、町長に、今委員長がおっしゃったこと

については詳しくお伝えしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

では、よろしくお願いいたします。 

委員皆さんのほうで、その他、何かございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 

  （ な  し ） 

 

それでは、その他についてもこれをもって終わらせていただきます。 

 以上をもちまして、本日の審査案件につきましては全て終了いたしまし

た。 

 なお、本日の委員会報告のまとめにつきましては正副委員長にご一任い

ただきたいと思いますがご異議ございませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、閉会にあたり副町長の挨拶をお受けします。 

 芳村副町長。 

 

  （ 副町長挨拶 ） 

 

それでは、これをもって厚生常任委員会を閉会いたします。どうも皆さ

んご苦労様でございました。 

 

              （ 午前１２時００分 閉会 ） 
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